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助成金受領に伴う特別利益の計上に関するお知らせ 

 

平成26年７月29日発表の「経済産業省「平成26年度戦略的基盤技術高度化支援事業」採択のお知

らせ」で当社の「生分解樹脂製マイクロニードルアレイのディスポーザブル型装着技術の開発」テ

ーマが、経済産業省の「平成26年度戦略的基盤技術高度化支援事業」に採択され、当該事業の対象

研究期間（平成26年９月１日から平成28年３月31日まで）に係る助成金を２年度に亘り受領する予

定であることをお知らせしておりましたが、このたび２年度目の助成金額が21百万円に決定し、特

別利益に計上することになりましたので、お知らせいたします。 

なお、本件は、平成28年２月12日に発表した当社グループの平成28年12月期業績予想に織り込み

済みです。 

 

以 上 

 

《ご参考》 

戦略的基盤技術高度化支援事業（サポーティングインダストリー支援事業、通称サポイン支援事業）

は、「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」に基づく支援策の一環として、同法によ

り「特定研究開発等計画」の認定を受けた中小企業者が産学官等の連携の下に行う、ものづくり基盤技

術の高度化に資する研究開発から試作品開発・販路開拓までの取組を促進することを目的として実施さ

れるものです。 

採択された当社プロジェクトは、次世代治療薬であるタンパク医薬品、抗体医薬品、核酸医薬品等の

バイオ医薬品に対し、注射に代わる投与法としてマイクロニードルアレイによる皮膚からの投与法が望

まれる中、マイクロニードルアレイの挿入技術として人間工学に基づいた皮膚弾性を利用した挿入技

術、応力制御技術、コンパクト化技術などを採用することにより、ディスポーザブル可能な安全で高い

信頼性を持ったバイオ医薬品の新しい薬剤投与技術を開発することを目標とするものです。 

確実な投与を実現するためには高い穿刺性が必要となりますが、当社は、サポイン支援事業の成果と

して、使用者がマイクロニードルを確実に皮膚に刺すことができるようにするアプリケータを開発いた

しました。 

 

マイクロニードルアレイとは、生体分解性樹脂等から成る微小針集合体で、当社開発品は、生け花に

用いる剣山を数百μmレベルに縮小したような形状です。 

薬剤の皮膚透過性を上げるための方法の一つとして、マイクロニードルアレイを使用し、角質層を局

所的に破壊して薬剤を真皮層に強制的に投与するということが試みられています。 

当社は、マイクロニードルアレイによって、現在は注射しか投与手段のないワクチンや核酸医薬・タ

ンパク医薬等の、無痛経皮投与システムを確立すべく、研究開発に取り組んでいます。 


